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今につなぐ、伝統芸能の心と技
滝根町畑中行政区に今もなお、受け継がれる畑中太々神楽。

畑中神楽、代神楽などとも呼ばれる獅子神楽で、天保期（1830 ～ 1843）の大飢饉の際、
神社に奉納したのが始まりとされ、現在は地元若連会を中心に貴重な民俗芸能の継承に積極的に取り組んでいます。

１月１日には菅谷神社元朝祭で奉納されます。

あぶくまの人・郷・夢を育むまち -はつらつ高原都市 -

今月の内容
●２０１１ 年頭のごあいさつ
●いきいき田村料理コンテスト
●税の申告が始まります
●ＮＨＫのど自慢　出場・観覧者募集
●HotNews ～まちの話題～
●保健だより、船高便り、情報ひろば  

平成２３年
（２０１１年）
vol. ７１

1

年末年始にかけて、市内のいたるところで、まば
ゆい光を放つイルミネーションが行われています。

市内各地でイルミネーション
▲（写真は全て）上移地区 石井力さん宅のイルミネーション

滝 根 ＪＲ神俣駅、ＪＲ菅谷駅、広瀬地区

大 越 牧野地区愛宕山、上大越字町地内、
ＪＲ大越駅

常 葉 国道２８８号線沿い商店街

船 引
船引コミュニティプラザ、
船引駅前通り、ＪＲ磐城常葉駅、
ＪＲ要田駅、上移地区、北移地区、
南移地区

田村市合併５周年記念事業

こ

伝
民

ども

統文化体験
俗芸能大会

　次代を担う子どもたちが伝統文化
にふれる機会として、そして地域の
民俗芸能の披露をとおして、広く市
民の皆さんに伝統文化・民俗芸能へ
の関心と理解を深めていただくため
に 11 月 28 日、船引公民館・市文化
センターで開催されました。
　小学生百人一首大会、茶道体験、
しめ縄作り体験、もちつきなどの体
験のほか、民俗芸能の披露では次の
団体・子どもたちが地域で受け継が
れている獅子舞や神楽を披露しました。
　 
石沢の三匹獅子舞
（出演：石沢三匹獅子舞保存会）
浦安の舞
（出演：牧野見渡神社氏子）
三人太刀
（出演：大倉太々神楽保存会）
笠踊り
（出演：西向小学校児童）
岩井沢の三匹獅子舞
（出演：岩井沢三匹獅子舞保存会）
代神楽「三方固めの舞」「火男の舞」
（出演：畑中太々神楽保存会）
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ふ
る
さ
と
田
村
市
の
息
づ
く
未
来
の
た
め
に

２０１１ 年頭のごあいさつ

新
し
い
本
庁
舎
建
設
に
む
け
て

田村市議会議長

　菅　野　  善　一

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
私
ど
も

の
議
会
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
、
田
村
市
が
誕
生
し

て
７
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
新
市

建
設
計
画
お
よ
び
田
村
市
総
合
計
画
の
目
標

達
成
の
た
め
各
般
に
わ
た
り
事
業
が
展
開
さ

れ
、
計
画
の
具
現
化
が
図
ら
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
本
庁
舎

の
位
置
に
つ
い
て
も
決
定
し
、
い
よ
い
よ
新

庁
舎
建
設
に
向
け
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
田
村
市
合
併
５
周
年
を
記
念
し
、
市

民
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
市
民
憲
章
の
制
定
や
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
決
定
、
そ
の
ほ
か
様
々
な
記
念

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。　

　

さ
ら
に
、
市
民
は
も
と
よ
り
各
種
団
体
皆
様
の

活
躍
に
よ
り
、
消
防
団
で
は
瀬
川
分
団
が
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
で
県
下
優
勝
、
そ
し
て
市
町
村
対
抗

軟
式
野
球
大
会
に
お
い
て
は
準
優
勝
、
ま
た
、
ふ

く
し
ま
駅
伝
で
は
７
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
県
下

に
田
村
市
在
り
と
す
る
大
活
躍
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
議
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
４
月
に

大
選
挙
区
に
よ
る
初
め
て
の
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
議
員
定
数
26
人

か
ら
４
人
減
の
定
数
22
人
に
よ
る
議
会
が
ス
タ

ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
の
も
と
、
意
見
、
要
望
等
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
少
子
・
高
齢
化
、
そ
し

て
雇
用
不
安
、
産
業
の
委
縮
等
、
将
来
の
人
口

減
少
社
会
等
の
諸
課
題
解
決
に
向
け
て
議
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
と
負
託
に
応
え

る
べ
く
、
安
心
し
て
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
、
な
お
一
層

の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

田
村
市
内
各
地
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
、
伝

統
、
風
習
、
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
都
会
に
出
て
ふ

る
さ
と
田
村
市
に
帰
郷
し
た
方
が
、
田
村
市
出
身

と
し
て
誇
れ
る
も
の
が
あ
る
田
村
市
を
創
ら
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
が

他
に
誇
れ
る
何
か
を
創
ろ
う
、
探
そ
う
と
す
る
と

き
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
田
村
市
の
現
状
を
広
域

的
な
視
点
に
立
っ
て
、
再
認
識
を
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
北
方
に
日
山
、
移
ヶ
岳
、
南
方
に

矢
大
臣
山
、
西
方
に
片
曽
根
山
、
東
方
に
鎌
倉
岳
、

五
十
人
山
、
桧
山
、
そ
し
て
阿
武
隈
山
系
最
高
峰

の
大
滝
根
山
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
面
積
は

猪
苗
代
湖
の
約
４
・
５
倍
の
面
積
を
擁
し
て
お
り

ま
す
。
ふ
る
さ
と
田
村
市
の
息
づ
く
未
来
の
た
め

に
我
が
市
を
知
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
、
市
政
な
ら
び
に
市
議
会
に
対

し
、
昨
年
に
も
増
し
て
温
か
い
ご
指
導
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

田村市長

　冨　塚　　宥　

　

ま
た
、
世
界
的
な
不
況
や
円
高
等
の
影
響

に
よ
る
景
気
低
迷
と
厳
し
い
雇
用
環
境
が
続

く
中
、
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
東
日
本
が
５
月

か
ら
操
業
を
開
始
す
る
運
び
と
な
り
、
関
連

企
業
の
進
出
も
含
め
就
業
機
会
の
拡
大
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
大
い

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
市
立
幼
稚
園
・
保

育
所
の
保
育
料
無
料
化
や
中
学
３
年
生
ま
で

の
医
療
費
の
無
料
化
な
ど
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
に
向
け
た
子
育
て
支
援
の
ほ
か
、
市
総

合
計
画
に
基
づ
く
農
林
業
や
商
工
業
の
振
興

を
は
じ
め
、
住
み
や
す
い
生
活
環
境
と
次
代

を
担
う
人
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
環
境
の
整

備
な
ど
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
施
策
の
さ

ら
な
る
充
実
を
目
指
し
、
夢
と
希
望
の
感
じ

ら
れ
る
田
村
市
を
創
造
す
べ
く
全
力
を
傾
注

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
今
年
１
年
が

お
健
や
か
で
幸
多
い
日
々
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら

市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
支

援
と
ご
協
力
に
、
深
い
敬
意
と
感
謝
を
表
し

ま
す
。

　

昨
年
は
、
合
併
５
周
年
の
節
目
を
祝
う
記

念
式
典
を
挙
行
し
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
に
む
け
た
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
市
民

憲
章
と
田
村
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
明
る
く
親

し
み
や
す
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
披
露
し
た

ほ
か
、
総
合
体
育
館
で
は
、
そ
の
こ
け
ら
お

と
し
も
兼
ね
た
、
市
内
で
は
初
め
て
と
な
る

日
本
女
子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

グ
公
式
戦
に
続
き
、
今
年
の
３
月
13
日
に
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で

多
く
の
皆
様
に
ご
観
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
せ

に
存
じ
ま
す
。

　

本
年
は
、
合
併
以
来
の
重
要
な
課
題
で
あ

り
ま
し
た
、
市
民
福
祉
と
安
全
安
心
の
中
枢

と
も
い
う
べ
き
地
方
自
治
の
拠
点
と
し
て
、

さ
ら
に
は
市
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
本

庁
舎
の
建
設
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

新春
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と
っ
て
も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。

●材料（４人分）
　ごはん…２杯
　ねぎ…１／２本
　青しそ…５枚
　卵…１個
　しらす…少々
　かつおぶし…少々
　すぼしあみ…少々
　エゴマパウダー…少々
　エゴマの実…少々
　みそ…大さじ２
　油…少々
　小麦粉（薄力粉）…少々

●作り方
①ねぎ・青しそをみじん切りにする

②卵をわりほぐし、小麦粉・水・み
　そを入れ、天ぷら衣のようなもの
　をつくる。

③②に残りの材料（ねぎ、青しそ、
　しらす、かつおぶし、すぼしあみ、
　エゴマパウダー、エゴマの実）と
　ごはんを入れ良くかき混ぜ、８等
　分する。

④フライパンを熱し、油をひく。③
　を丸く、薄くまとめて焼く。焦げ
　目がついてフライパンをゆすって
　動くようになったら、ひっくり返
　してもう一方も焼く。

●材料（４人分）
　小芋（ダンシャク）…１kg
　みそ…１００ｇ
　砂糖…１００ｇ
　エゴマパウダー…３０ｇ
　みりん…少々
　油…少々

●作り方
①小芋を油で炒めるように、時々混
　ぜながら煮る

②柔らかくなったら、みそ・砂糖・
　エゴマパウダー・みりんを混ぜて
　おいた調味料をいれ、弱火で小芋
　にからませる。

かんたん朝食部門
やきライス

エゴマ部門
エゴマ入り小芋の煮っころがし

各部門の最優秀賞レシピはこちら。

子育て中の忙しいお母さんにぜひ、オス
スメしたいですね。冷蔵庫の残り物など
も焼くことで、小さいお子さんも抵抗な
く食べれると思います。
α -リノレン酸も摂取してほしいので、
エゴマパウダーとエゴマ油を使います。

最初は強火、後半は弱火にしてキツネ色
になるまで良く炒めましょう。みそをな
じませるときは火を止めてくださいね。
エゴマパウダーが味の決め手ですよ。

この他の入賞作品
レシピも随時、広
報する予定です。
●問い合わせ
　産業部農林課
　℡ 81-2511

　エゴマ部門 18 点、かん
たん朝食部門 10 点の中か
ら、一次審査（書類審査）
を通過した各部門６人の皆
さんが参加し、11 月７日に
「いきいき田村料理コンテ
スト二次審査会」が常葉保
健センターで開催されました。
　それぞれ制限時間内に手
際良く調理し、とてもおい
しそうな匂いが会場内にた
ち込むなか、厳正な審査が
行われ、次のとおり入賞者
が決まりました。（敬称略）

《かんたん朝食部門》
●最優秀賞
　橋本恵子
　「やきライス」
●優秀賞
　根本君江
　「しあわせおにぎり」
　国馬弘子
　「朝の簡単定食」
●優良賞
　樽井満寿子
　「おむすび・かんたんオム
　レツ・野菜スープ」
　永山あゆ子
　「量り不用！電子レンジ　 
　  で紙コップ米粉蒸しパン」
　佐藤千恵美
　「とうもろこしふりかけ」

《エゴマ部門》
●最優秀賞
　旬菜かたそね直売所
　「エゴマ入り小芋の煮っ 
      ころがし」
●優秀賞
　佐藤よしえ
　「エゴマ入りハニークリ
      スピー」
　国馬弘子
　「エゴマ団子汁」
●優良賞
　橋本美春
　「エゴマ入り肉だんごの  
      あんかけ」
　橋本恵子
　「エゴマ入り揚げワンタン」
　

コンテストの
審査経過

９ 45 45
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介護保険 要介護認定を受けているかたへ～税の申告に係る障害者控除について～
　要介護認定を受けている６５歳以上のかたは、障害者手帳がなくても、市が発行する「障害者控除対象
者認定書」を提示すると、障害者控除を受けることができます。
　該当するかたは、介護保険被保険者証をご持参のうえ本庁介護福祉課または各行政局市民課、各出張所
で申請してください。

　【問い合わせ】
　　保健福祉部　介護福祉課　
　　℡８２－１１１５
　　または各行政局市民課へ

　

 

要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。)

④
市
内
に
住
所
が
あ
る
か
た
の
所
得
控
除
対
象　

　

の
配
偶
者
や
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
か
た

※
遺
族
年
金
・
障
害
者
年
金
な
ど
の
非
課
税
収
入

　

の
み
の
か
た
や
、
収
入
の
な
か
っ
た
か
た
も
市
・

　

県
民
税
の
申
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
所
得
証

　

明
書
等
の
発
行
や
各
種
行
政
手
続
き
が
し
や
す

　

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
ま
た

　

は
介
護
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
次

　

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
市
・
県
民

　

税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
収
入
が
な
く
、
扶
養
と
な
っ
て
い
な
い
場
合

②
扶
養
に
な
っ
て
い
る
が
収
入
が
あ
る
場
合

　
(

公
的
年
金
収
入
の
み
の
か
た
で
、
そ
の
支
払
い

　

先
か
ら
市
に
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が
提
出

　

さ
れ
て
い
る
か
た
を
除
き
ま
す
。)

※
申
告
さ
れ
な
い
場
合
、
た
と
え
基
準
所
得
以
下

　

で
あ
っ
て
も
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

　

者
医
療
保
険
料
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

　

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た

　

１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費(

実
費)

が
お
お　

む
ね
10
万
円
を
超
え
た
場
合
に
、
医
療
費
控
除　

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

③
雑
損
控
除
・
寄
附
金
控
除
・
政
党
等
寄
附
金
控

　

除
を
受
け
る
か
た

　

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
か
た

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
か
た
は
、
平
成
22
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
は

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
確
定
申
告
を
さ
れ
た
か
た

②
給
与
所
得
の
み
で
、
年
末
調
整
が
な
さ
れ
、
勤

　

務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

　

て
い
る
か
た

③
公
的
年
金
収
入
の
み
の
か
た
で
、
そ
の
支
払
い

　

先
か
ら
市
に
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が
提
出

　

さ
れ
て
い
る
か
た

　

(

年
金
収
入
金
額
や
所
得
控
除
額
に
よ
っ
て
は
必

　

確
定
申
告
（
所
得
税
）
が
必
要
な
か
た

①
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
か
た

②
不
動
産
所
得(

地
代
・
家
賃
収
入)

の
あ
る
か
た

③
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
譲
渡
所
得
の
あ
る
か
た

④
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得(

年
金
・　

一
時
所
得
な
ど)

が
20
万
円
を
超
え
る
か
た

⑤
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
か
た
で
、

　

主
た
る
給
与
以
外
の
収
入
が
20
万
円
を
超
え
る

　

か
た

⑥
給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る
か
た

　

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
給
与
所
得
者
の

か
た
で
も
、
次
に
該
当
す
る
か
た
は
確
定
申
告
を

す
る
と
所
得
税
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
年
の
途
中
で
退
職
し
て
、
年
末
調
整
を
受
け
て

　

い
な
い
か
た

　
（
給
与
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
し
て
い
た
場
合
、
年

　

末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
と
き
は
、
所
得
税
が

　

還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　

 
２
月
10
日(

木)

か
ら
３
月
15
日(

火)

ま
で

平
成
23
年
度
市
・
県
民
税
の
申
告
、
平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
期
間
を
経
過
す
る
と
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
間
内
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

期
間
終
了
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
各
地
区
の
申
告
日
程
に
指
定
さ
れ
た
期
日
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
（
所
得
税
）
が
必
要
な
か
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が

所
得
税

あ
り
ま
す

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
か
た

要介護度 障害者の認定区分 備　考

要介護５
要介護４ 特別障害者

要介護３ 特別障害者または
普通障害者

日常生活自立度により、障害者の区分を
判定

要介護２
要介護１ 普通障害者

①農業所得があるかた
　●米・野菜・乳代・家畜などすべての農作物収入金額がわかる書類
　●農機具・燃料費・肥料代・農薬代など農業収入を得るために要した経費の領収書

②営業等所得のあるかた
　●収支内訳書
　●収入額・経費がわかる関係帳簿、収入・経費全般の領収書
　●保険外交員や検針員のかたは保険会社等から支給されている支払調書

③不動産所得のあるかた
　●関係帳簿・経費全般の領収書
　●固定資産税土地・家屋課税明細書（ない場合は固定資産税公課証明書）

④給与所得・年金受給者
　●勤務先、社会保険庁などで発行する源泉徴収票
　●雇主の賃金支払証明書

⑤保険金を受けたかた
　●受取保険金額及び支払保険料額の分かるもの
　　（保険料の支払者と保険金の受取人の関係で相続税や贈与税となる場合があります。）

⑥土地等売買があったかた
　●土地などの売買契約書またはそのコピー
　●収用の場合は、国・自治体が発行した収用証明書

①医療費控除
　●領収書または支払金額が分かるもの（集計しておいてください。）
　●おむつ代を医療費とされる場合は、主治医が発行するおむつ使用証明書
　　（証明書様式は税務署・市税務課に用意してあります。）
　●介護保険サービスを利用されているかた
　　（１）施設サービス利用者は「指定介護老人福祉施設利用等領収証」
　　（２）居宅サービス利用者は「居宅サービス利用料領収書」

②社会保険料控除
　●国民年金保険料を控除されるかたについては、社会保険庁発行の社会保険料 ( 国民年金保険料 )
　　控除証明書

③生命保険料控除
　●ＪＡ・郵便局・生命保険会社等が発行する支払証明書

④地震保険料控除
　●ＪＡ・保険会社等が発行する支払証明書

⑤障害者控除
　●身体障害者手帳・療育手帳
　●戦傷病者手帳
　●要介護認定者は障害者控除対象者認定書

⑥住宅ローン控除
　●新　規………新築家屋等登記事項証明書、新築工事請負契約書または領収書、住民票の写し、金融機関
　　　　　　　　等発行の住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書　(増改築の場合 )増改築工事証明書
　●２年目以降…税務署発行の住宅取得等特別控除証明書、金融機関等発行の住宅取得資金に係る借入金の
　　　　　　　　年末残高証明書

【その他必要なもの】
　●印鑑　　　　
　●預金・貯金通帳（本人名義）など口座番号がわかるもの
【問い合わせ先】
　●市民税・県民税に関すること　　　　　市民部税務課　℡ 81-2119
　●所得税・消費税・贈与税に関すること　郡山税務署　℡ 024-932-2041

　　　　　市・県民税申告、所得税確定申告に必要なもの

税の申告が始まります。

１．所得計算に必要なもの

２．控除計算に必要なもの

３．その他必要なもの・問い合わせ先



平成２３年度市・県民税
（平成２２年分所得税）
申告相談の受付日程
申告相談の受付時間は、午前９時から午後４時までです。
詳しくは市民部税務課（℡８１－２１１９）または各行政局地域振興課にお問い合わせください。

 滝根行政局
会場…滝根行政局 2 階第 1会議室
月 日 曜 対象地区

2

10 木
神俣町・関場

14 月

15 火
梵天川・中広土

16 水

17 木

和貢・大平・入新田１・２18 金

21 月

22 火
石神・原屋敷

23 水

24 木
菅谷駅前

25 金

28 月
入水・畑中

3

1 火

2 水
江川・糠塚

3 木

4 金 予備日

7 月

上郷・中郷8 火

9 水

10 木

作組・広瀬町・下組11 金

14 月

15 火 予備日

 大越行政局
会場 : おおごえふるさと館  2 階
月 日 曜 対象地区

2

10 木 五条・中・中上・遠上・新遠上・鬼五郎・
大滝根

14 月 岡田・宮ﾉ前・竹之内・関場・牧野・
荒屋敷

15 火 笹之町・鍛冶屋・原・後原・西之内・
太夫田

16 水 南作・十郎内・北ノ内・日向・中ノ内・
宮ノ下・境・植木・舘・長根

17 木 川向１～５・戸ノ内
18 金 後原・小久地
21 月 中原・原・中ノ目
22 火 下町・高屋敷・田子屋・洞入

23 水 大木内・入ノ作・泉沢・中森・檀野平・
壇野平住宅・百目木沢

24 木 明部渕・古内・古内舘野
25 金 曲田・求中（三洞）・求中住宅

28 月 求中（白山）・求中団地・遠山口・寺川・
山口

3

1 火 金山平・白石
2 水 五斗蒔・薬師堂・水神宮

3 木 前ノ沢・時田・槻木・元池住宅・
久保田団地

4 金 元池１～７
7 月 蟹沢・駅前・鷹待田団地
8 火 町南・町北
9 水 岩崎住宅・水口・葉ノ木平・大田立
10 木 下内・湯田住宅
11 金 古町
14 月 予備日
15 火 予備日

 都路行政局
会場 : 都路行政局 2 階大会議室
月 日 曜 対象地区

2

15 火
９区（地見城・場々・合子）

16 水
17 木

１０区（大久保・頭之巣）
18 金
21 月

１区（西戸・松葉・平内地・大槻）
22 火
23 水 ５区（上道之内）
24 木 １２区（下山口・上山口・石橋）
25 金

４区（強梨・持藤田）
28 月

3

1 火
６区（下道之内・石黒）

2 水
3 木

１１区（馬洗戸・南）
4 金
7 月 ３区（平蔵内・言神）
8 火

７区（新町・横町）
9 水
10 木 ８区（戸屋・小滝沢）
11 金 ２区（中作）
14 月 予備日
15 火 予備日

 常葉行政局
会場 : 文化の舘ときわ  １階
月 日 曜 対象地区

2

10 木 久保・新田作14 月
15 火 関本・小檜山・早稲川16 水
17 木

堀田・黒川・田代18 金
21 月
22 火 山根23 水
24 木 西向（休石・下ノ内）・鹿山25 金
28 月 西向（板橋・中・西美田）

3

1 火
2 水

山田作・常葉（荒町）3 木
4 金
７ 月

常葉（中町・石蒔田）8 火
9 水
10 木 常葉（上町）11 金
13 日 予備日
14 月 常葉（上町）
15 火 予備日

月 日 曜 対象地区 地   区
（受付会場）午前 午後

2

10 木 今泉（川西） 今泉
（今泉集会所）14 月 今泉（川東）

15 火 笹山
16 水 要田 要田・笹山
17 木 荒和田
18 金 芦沢中 芦沢北
21 月 芦沢東
22 火 芦沢南
23 水 芦沢西
24 木 上郷
25 金 下郷
28 月 上区 大堀

3

1 火 本郷 永谷
2 水 遠山沢 井堀
3 木 椚山
4 金 春山（２区）
7 月 春山（１区）
8 火 大町 中町

春山・船引
（船引公民館）

9 水 栄町
10 木 小沢 板橋
11 金 上町
13 日 北区
14 月 下里
15 火 予備日

月 日 曜 対象地区 地   区
（受付会場）午前 午後

2

10 木 文珠 文珠
（文珠出張所）14 月 石森

15 火 鹿又３
美山

（美山出張所）
16 水 鹿又３ 長外路

17 木 鹿又２

18 金 鹿又１

瀬川
（瀬川出張所）

21 月 門鹿

22 火 新舘

23 水 石沢

24 木 新舘 石沢

25 金 大倉

移
（移住民センター）

28 月 中山

3

1 火 北移

2 水 上移

3 木 北移 上移

4 金 南移

7 月 横道

 船引行政局

　指定の期日に申告しましょう
税の申告が始まります。

要田
（要田出張所）

芦沢
（芦沢出張所）

七郷
（七郷出張所）

8179



1819

純
粋
で
前
向
き
な
思
い
を
作
文
に
込
め
て

第
60
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

第
２
回
田
村
地
区
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
や
各
種
救
命
装

備
品
を
生
産
す
る
藤
倉
航
装
株
式

会
社
（
本
社
・
東
京
都
品
川
区
）

船
引
工
場
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙

科
学
研
究
本
部
）
の
依
頼
に
よ
り
、

「
は
や
ぶ
さ
」
が
小
惑
星
「
イ
ト
カ

ワ
」
で
採
取
し
た
サ
ン
プ
ル
を
収

納
し
て
い
る
カ
プ
セ
ル
を
安
全
に

着
地
さ
せ
る
た
め
の
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
を
平
成
９
年
か
ら
５
年
の
歳
月

を
か
け
て
開
発
し
ま
し
た
。

  

乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

  

２
つ
の
壁

　

開
発
に
あ
た
り
、
担
当
者
が
直

面
し
た
２
つ
の
壁
。

　

１
つ
は
、
使
用
す
る
材
料
・
部

品
が
、
宇
宙
環
境
に
耐
え
う
る
も

田
村
か
ら
宇
宙
へ
、
高
い
技
術
力
を
世
界
に
証
明

は
や
ぶ
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
き
な
貢
献-

藤
倉
航
装
に
大
臣
感
謝
状-

▲感謝状を手にする松嶋工場長（左）と開発を担当した佐藤課長（右）

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
田

村
地
区
推
進
委
員
会
主
催
の
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
は
12
月

４
日
、
船
引
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
区
内
の
小
学
校
か

ら
14
点
、
中
学
校
か
ら
11
点
の

応
募
が
あ
り
、
本
市
か
ら
入
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。
※
敬
称
略
、（　

）
内

は
学
校
名
・
学
年

①
小
学
校
の
部

●
最
優
秀
賞

　

坪
井
優
佳
（
常
葉
小
５
年
）

●
優
秀
賞

　

石
川
陽
菜
（
瀬
川
小
６
年
）

②
中
学
校
の
部

●
優
秀
賞

　

宗
像
真
由
子
（
船
引
中
３
年
）

し
な
か
っ
た
男
子
と
も
話
を
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
女
子
の
友
達
と
の
き
ょ
り

も
近
づ
い
て
き
て
、
た
く
さ
ん

冗
談
を
言
い
合
っ
て
笑
い
合
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
テ
レ
ビ
を
見
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
芸
人
さ
ん
が
、
冗
談

交
じ
り
に
簡
単
に
、「
死
ね
。」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま

す
。
ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
を
見
る

と
、「
む
か
つ
く
」「
う
ぜ
え
」

な
ど
と
い
う
言
葉
が
毎
日
飛
び

か
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
私
の
身
の
回
り

を
み
て
も
、「
め
ん
ど
う
く
さ

い
」「
い
や
だ
」
と
い
っ
た
言

葉
が
聞
こ
え
る
し
、
実
際
に
、

私
も
こ
う
し
た
言
葉
を
使
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
言
葉
に
、
何
も
い
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
げ
で
、

こ
そ
こ
そ
「
む
か
つ
く
」「
う

ぜ
え
」
と
言
う
こ
と
か
ら
、
い

じ
め
も
始
ま
り
ま
す
。

　

み
ん
な
が
相
手
を
思
い
や
っ

て
言
葉
を
つ
か
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
今
よ
り
も
も
っ
と
明
る

く
楽
し
い
生
活
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
私
は
言
葉
の

重
み
を
い
つ
も
考
え
な
が
ら
相

手
と
接
し
て
い
き
ま
す
。

た
ら
し
い
け
ど
、
優
佳
ち
ゃ
ん
が

声
を
か
け
て
く
れ
て
、
不
安
も
ふ

っ
飛
ん
だ
の
と
喜
ん
で
い
た
の
。

あ
り
が
と
う
。」
と
お
礼
を
言
わ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

私
が
何
気
な
く
言
っ
た
あ
い
さ

つ
の
一
言
で
、
友
達
の
不
安
が
な

く
な
る
な
ん
て
。
元
気
に
な
れ
る

な
ん
て
。
私
は
、
言
葉
は
人
を
喜

ば
す
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
、
言
葉

の
重
み
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
か
ら
、
私
は
も
っ
と
明
る

い
言
葉
を
つ
か
お
う
、
人
を
思
い

や
れ
る
言
葉
を
つ
か
お
う
と
考

え
、
で
き
る
だ
け
行
動
し
よ
う
と

心
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

友
達
に
対
し
て
、こ
れ
ま
で
は
、

冗
談
で
「
う
ざ
い
」
と
い
っ
て
い

ま
し
た
が
、
つ
か
わ
な
い
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、妹
に
対
し
て
、「
だ
ま
れ
」

な
ど
の
よ
う
に
強
い
口
調
で
話
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
で

き
る
だ
け
、
や
さ
し
い
言
葉
を
つ

か
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

先
生
に
手
伝
い
を
た
の
ま
れ
た

と
き
も
「
め
ん
ど
う
く
さ
い
」
な

ど
と
い
う
言
葉
は
使
わ
ず
、
一
生

懸
命
や
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
私
の
身
の
回
り

が
明
る
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
ク
ラ
ス
で
あ
ま
り
話
を

葉
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
重
み
が

あ
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
は
以
前
、
友
達
関
係
で
な
や

ん
で
い
た
と
き
、
相
談
し
た
友
達

か
ら
、「
坪
井
さ
ん
の
存
在
自
体
、

そ
う
い
う
人
た
ち
は
気
に
く
わ
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。」
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
が
気
に
く
わ
な
い
の
か
…
た

し
か
に
そ
う
か
な
と
も
思
っ
た
け

ど
、
も
し
相
手
が
私
に
対
し
て
本

当
に
「
気
に
く
わ
な
い
」
と
言
っ

て
い
た
ら
と
考
え
る
と
、
私
の
心

の
奥
深
く
に
何
か
が
突
き
刺
さ
っ

た
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

言
葉
で
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ

る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

四
月
、
ク
ラ
ス
の
中
で
体
調
が

悪
く
数
日
間
、
学
校
を
休
ん
だ
友

達
が
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
久
し
ぶ
り
に
登
校
し
た

友
達
に
、「
お
は
よ
う
！
元
気
？
」

と
声
を
か
け
る
と
、
に
っ
こ
り
笑

っ
て
話
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

何
日
か
後
で
、
そ
の
友
達
の
お

母
さ
ん
か
ら
、
私
の
母
に
、「
娘

が
体
調
不
良
で
休
ん
で
い
た
の

で
、
少
し
学
校
に
行
き
づ
ら
か
っ

　

小
学
校
の
部
で
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
作
品
を
次
の
と
お
り
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
明
る
い
言
葉
」

　

 　
　

常
葉
小
５
年　

坪
井
優
佳

　
「
え
ー
。
め
ん
ど
う
く
さ
い
。」

　

先
生
に
、
プ
リ
ン
ト
を
配
る
の

を
手
伝
っ
て
と
言
わ
れ
た
と
き

に
、
つ
い
出
て
し
ま
っ
た
言
葉
。

「
む
か
つ
く
」「
い
や
だ
」
そ
し
て

「
め
ん
ど
う
く
さ
い
」
は
、
私
の

口
ぐ
せ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
先
生
か
ら
「
優

佳
さ
ん
は
、
先
生
か
ら
手
伝
い
を

頼
む
と
、
初
め
は
め
ん
ど
う
く
さ

い
と
い
う
の
に
、
結
局
は
き
ち
ん

と
手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
ね
。
ど
う

せ
、
や
っ
て
く
れ
る
な
ら
、
最
初

か
ら
快
く
や
っ
て
く
れ
た
方
が
う

れ
し
い
な
あ
。」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
や
る
こ
と
は
同
じ
な
の
に
、

言
葉
一
つ
で
周
り
の
人
た
ち
の
感

じ
方
が
変
わ
る
の
か
と
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
言

平
成
15
年
６
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
７
年
も
の
長
旅
を
無
事
に
終
え
、

昨
年
６
月
13
日
、
無
事
地
球
に
帰
還
し
た
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」。

帰
還
カ
プ
セ
ル
に
よ
り
持
ち
帰
っ
た
微
粒
子
を
分
析
し
た
結
果
、
そ
の
ほ
ぼ
全
て
が
地
球
外
物
質
で
、

小
惑
星
「
イ
ト
カ
ワ
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

世
界
中
を
か
け
め
ぐ
る
と
と
も
に
、
平
成
22
年
を
代
表
す
る
明
る
い
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
は
や
ぶ
さ
」
の
快
挙
を
支
え
た
、
地
球
に
着
地
す
る
た
め
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
は

市
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

▲入賞作品を発表する坪井さん

▲工場に展示されている実際のパラシュート

の
で
あ
る
こ
と
（
機
能
が
劣
化
し

な
い
、
周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
）。
２
つ
目
は
、長
期
間
（
計

画
時
に
は
４
年
間
を
想
定
）
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
要
し
な
い
で
す
む
こ

と
で
し
た
。

　

開
発
段
階
で
、
藤
倉
航
装
製
品

の
耐
宇
宙
環
境
耐
性
は
す
で
に
評

価
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
も
気

を
配
っ
た
こ
と
は
、「
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
が
確
実
に
開
く
か
」
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

通
常
、
航
空
機
用
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

は
60
日
間
に
１
度
折
り
た
た
み
直

す
の
だ
そ
う
で
す
が
、
当
然
、
宇
宙

空
間
で
は
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

　

研
究
を
重
ね
た
結
果
が
実

り
、
無
事
「
は
や
ぶ
さ
」
が
帰

還
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ

た
瞬
間
、
工
場
は
喜
び
に
沸
き

か
え
っ
た
そ
う
で
す
。

　

藤
倉
航
装
株
式
会
社
を
は
じ

め
、「
は
や
ぶ
さ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
大
き
く
貢
献
し
た
大
学
・

企
業
等
に
文
部
科
学
大
臣
と
宇

宙
開
発
担
当
大
臣
か
ら
12
月
２

日
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
松
嶋
工
場
長
を
は
じ
め
社

員
の
皆
さ
ん
は
、
喜
び
と
感
激

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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い
つ
ま
で
も
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

石
井
カ
ネ
ヨ
さ
ん
、
杉
本
千
代
さ
ん
、
菅
野
フ
ヨ
さ
ん
に
百
歳
賀
寿
贈
呈

　

財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
の

「
安
全
で
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
大

越
中
学
校
消
防
ク
ラ
ブ
に
「
消

防
防
災
実
践
活
動
モ
デ
ル
事

業
」
と
し
て
Ｄ-

１
級
軽
可
搬

消
防
ポ
ン
プ
一
式
、
防
災
テ
ン

ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
が
配
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

12
月
6
日
に
は
、
大
越
中
学

校
で
資
機
材
配
備
式
が
行
わ

れ
、
冨
塚
市
長
、
佐
藤
教
育
長

安
全
で
災
害
に
強
い

　

地
域
づ
く
り
の
た
め
に

宝
く
じ
助
成
事
業

が
な
す
べ
き
こ
と
〜
」
と
題
し

た
講
演
会
で
は
「
15
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
労
働
人
口
の
急
激
な

減
少
が
国
内
需
要
の
減
少
を
招

い
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
、
人

口
流
入
を
導
く
た
め
に
は
「
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
」
や
「
豊

か
な
時
代
の
消
費
者
と
感
性
を

同
じ
く
す
る
女
性
や
若
者
の
現

場
リ
ー
ダ
ー
創
設
」
が
重
要
で

あ
る
と
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
、懇
親
会
が
開
か
れ
、

参
加
し
た
企
業
間
で
積
極
的
な

情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲賀寿を受け取る石井さん

1213

放
牧
に
よ
る
効
率
的
な

畜
産
経
営

　

12
月
５
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
石
井
カ
ネ
ヨ
さ
ん(

大
越
町

下
大
越
）。

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
関
根

健
康
福
祉
部
副
部
長
か
ら
県
知
事

賀
寿
と
記
念
品
、
冨
塚
市
長
か
ら

賀
寿
と
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
大
越
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
東
部
老
人
ク
ラ
ブ

か
ら
賀
寿
と
祝
金
、
田
子
屋
地
区
か

ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

百
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
と

て
も
お
元
気
な
カ
ネ
ヨ
さ
ん
の
ご

長
寿
の
秘
訣
は
「
畑
仕
事
を
し
て

体
を
動
か
す
こ
と
。
く
よ
く
よ
考

え
な
い
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

▲賀寿を受け取る菅野さん

　

12
月
13
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
菅
野
フ
ヨ
さ
ん(

船
引
町
中

山
）。

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
村
田

健
康
福
祉
部
長
か
ら
県
知
事
賀
寿

と
記
念
品
、
市
か
ら
賀
寿
と
祝
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
船
引
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
賀
寿
と
祝
金
、

中
山
永
寿
会
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

食
事
や
入
浴
な
ど
自
立
し
た
生

活
を
送
る
、
フ
ヨ
さ
ん
の
ご
長
寿

の
秘
訣
は
「
好
き
嫌
い
な
く
、
何

で
も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
」
だ

そ
う
で
す
。

▲賀寿を受け取る杉本さん

　

12
月
７
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
杉
本
千
代
さ
ん(

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
と
き
わ
荘
入
所
中
）。

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
村
田

健
康
福
祉
部
長
か
ら
県
知
事
賀
寿

と
記
念
品
、
市
か
ら
賀
寿
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

も
賀
寿
が
贈
ら
れ
、
他
の
入
所
者
や

職
員
が
見
守
る
な
か
、
チ
ヨ
さ
ん
は

終
始
に
こ
や
か
に
受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。

　

千
代
さ
ん
の
ご
長
寿
の
秘
訣

は
「
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す

る
こ
と
。
明
る
く
前
向
き
に
ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
」
だ

そ
う
で
す
。

　

市
内
企
業
の
異
業
種
間
連
携
や

取
引
の
可
能
性
を
検
討
す
る
契
機

と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
11
月
25

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
商
工
会
広
域
連
携
協
議
会
、

県
中
小
企
業
家
同
友
会
田
村
地
区
、

財
団
法
人
田
村
西
部
工
業
団
地
振

興
財
団
と
の
共
催
で
開
催
し
た
も

の
で
、
市
内
の
企
業
を
中
心
に
約

80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
地

域
支
援
グ
ル
ー
プ
参
事
役
の
藻
谷

浩
介
氏
の
「
景
気
停
滞
を
食
い
止

め
る
た
め
に
〜
田
村
地
方
の
企
業

時代に即した経営目指し
積極的な情報交換

田村市企業懇談会を開催

が
出
席
し
ま
し
た
。　

　

配
備
式
終
了
後
に
は
、
田
村

消
防
署
、
渡
辺
鉄
工
消
防
用
品

の
指
導
に
よ
り
、
放
水
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
安
全

で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
日
本
消
防
協

会
に
対
し
て
宝
く
じ
普
及
広
報

事
業
費
を
助
成
金
と
し
て
交
付

し
た
財
源
に
基
づ
く
も
の
で
す
。▲放水訓練に取り組む消防クラブの皆さん

▲参加者に今、企業がすべきことを熱く語りかける藻谷さん

　

船
引
町
の
美
山
畜
産
組

合
原
支
部
（
組
合
長
鈴
木

勇
治
さ
ん
）
が
平
成
22
年

度
飼
料
自
給
率
向
上
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
11
月
19
日
、
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

同
支
部
で
は
、
平
成
20

年
か
ら
地
区
内
の
遊
休
農

地
を
借
り
受
け
、
放
牧
可

能
な
面
積
を
確
保
す
る
こ

と
で
、
飼
料
高
騰
対
策
や

良
質
牛
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
放
牧
に
よ

る
畜
産
経
営
の
省
力
化

と
耕
作
放
棄
地
の
解
消
が

図
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

▲鈴木組合長（前列右から２番目）
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- 主催　田村市・ＮＨＫ福島放送局 -
田村市合併５周年記念・ＮＨＫふくしま開局７０年記念事業

　　　のど自慢

出場者・観覧者募集
田村市とＮＨＫ福島放送局では、田村市合併５周年ならびにＮＨＫふくし
ま開局７０年を記念して「ＮＨＫのど自慢」を開催します。出場ならびに
観覧をご希望のかたは、次の要領でお申し込みください。

日　時　平成23年３月13日●
　　　　開場…午前 11 時
　　　　開演…午前 11 時 45 分　　　　
　　　　終演…午後１時 30 分（予定）

会　場　田村市総合体育館
　　　　田村市船引町船引字遠表 400
　　　　℡ 0247-82-0039

ゲスト　秋元 順子・つるの 剛士
出場者　予選を通過した20組の皆さん
司　会　松本和也アナウンサー
放送予定
  平成 23年３月13日（日）午後０時15分～午後 1時
  【総合テレビ・ＢＳ２・ラジオ第１】（全国放送）

日

秋元 順子 つるの 剛士

※グループの場合は③～⑤全員分を明記
　し、代表者が申し込んでください。

●郵便往復はがきに下記の事項を記入してお申し込みください。
(1) 往信用裏面に「①郵便番号、②住所、③名前（フリガナ）、④年齢、⑤性別、
　⑥職業（具体的に）、⑦電話番号、⑧歌う曲目と歌手名、⑨選曲理由」を明記　
(2) 返信用表面に「①郵便番号、②住所、③名前」を明記
●あて先…９６０－８５８８
　　　　　ＮＨＫ福島放送局「のど自慢」出場係　　　　　
※申し込みは１人（組）１通に限ります。
※応募多数の場合は定員２５０組を選出のうえ、前日の予選会にご出場いただきます。
※中学生以下のかたは応募できません。
※ご応募は原則としてアマチュアのかたに限ります。

出 場 者 募 集
締切 /平成23年２月９日● 必着水

960-8588
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局

「
の
ど
自
慢
」

　
　
　

出
場
係

※グループの場合は③～⑤全員分を明記

参加者の
郵便番号

参加者の
記入事項
左記の
①～⑨

往信表面　　  　返信裏面

●入場無料。郵便往復はがきでお申し込みください。（複数枚応募できます）
(1) 往信用裏面に「①郵便番号、②住所、③名前、④電話番号」を明記
(2) 返信用表面に「①郵便番号、②住所、③名前」を明記
●あて先…９６０－８５８８
　　　　　ＮＨＫ福島放送局「のど自慢」観覧係
※応募多数の場合は抽選で入場整理券（１枚で２名入場可）をお送りします。
※インターネットオークション等、転売目的でのお申し込みは固くお断りします。
　なお、売買目的のお申し込みと判明した場合には、抽選対象外とします。
※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
※予選会は入場自由です。ただし、満席の場合は入場をお断りすることがあります。

締切 /平成23年２月９日● 必着水

960-8588
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局

「
の
ど
自
慢
」

　
　
　

観
覧
係

申込者の
郵便番号
住　所
名　前
電話番号

観 覧 者 募 集

田村市 総務部 総務課…℡0247-81-2111    平日（午前8時30分～午後5時）※年末年始（12月29日～1月3日 )除く
ＮＨＫ福島放送局…℡024-526-4660    平日（午前9時30分～午後6時）※年末年始（12月29日～1月3日 )除く
                                                    ホームページ　h t t p : / / www . n h k . o r . j p / f u k u s h i m a /

問い合わせ

ご応募の際にいただいた情報は、ＮＨＫでは抽選結果のご連絡のほか、受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

予選会 ( 入場自由）
平成23年3月12日（土）
受付  午前11時30分
開会　午後0時30分

審査結果発表予定  午後6時

返信表面　　  　往信裏面

往信表面　　  　返信裏面

返信表面　　  　往信裏面

住　

所

　

名　

前

申込者の
郵便番号

住　

所

　

名　

前

出場希望者の

観覧希望者の

田村市集中改革プラン
取り組み実績まとまる

　行政改革を進めるため、次の６つの柱を中
心に平成１７年度から平成２１年度まで取り
組んできた「田村市集中改革プラン」の実績
がまとまりましたので、その概要をお知らせ
します。

①事務事業の整理、組織の合理化
②民間委託等の推進
③定員管理・給与の適正化
④第三セクターの見直し
⑤地方公営企業の経営健全化
⑥自主性・自律性の高い財政運営の確保

区　分 項目数 取組内容説明

目標達成 21 (29.6%) 目標を達成したもの

取組中 18 (25.4%) 目標達成に向け取組中のもの

検討中 23 (32.4%)
目標達成に向けてどの
ような取り組みをすべ
きか検討しているもの
など

中止・保留  4 ( 5.6%)
目標は掲げたが、その
後の検討で改革の必要
が無くなったものや一
時中断しているものなど

未着手  5 ( 7.0%)
他の改革や事業が完了
してから取り組むこと
としているものなど

合　計 71 ( 100%)

５年間で実施した主な取り組み
事務事業の整理、組織の合理化 民間委託等の推進 定員管理・給与の適正化

●税務職員を本庁に集約

●大規模な組織機構改革
　本　庁：4部 11 課⇒ 5部 15 課
　行政局：5課⇒ 3課

●指定管理者制度導入 (30 施設 )

●職員数削減 (589 人⇒ 516 人 )

●職員給与格差是正

●定員及び給与状況の公表

第三セクターの見直し 地方公営企業の経営健全化 自主性・自律性の高い
財政運営の確保

●市観光経営合理化検討委員会設置 ●簡易水道・上水道事業の統合
●都路町観光
　事業の見直し

●未利用財産売却
●事務用品及び公用車の一括管理
●入札に市独自の主観点制度
●市企業誘致・立地企業振興対策
　本部設置
●団体補助金の削減

くわしくは、市ホームページまたは市長公室でご覧ください。
●問い合わせ…市長公室 政策係　℡ 82-1113

▲船引コミュニティプラザ

▲こどもの国ムシムシランド
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　都路公民館福寿草大学と常葉公民館寿学級合同事業と
して、都路公民館で１１月１８日に開催されました。
　田村市高齢者介護予防生活支援事業補助員の都路元気
会（代表 松本啓子さん）の指導で、簡単なストレッチや
お手玉を使い懐かしい歌に合わせてのレクリエーション
など、参加者は楽しく体を動かしました。

都路　健康体操教室

康体操で元気ハツラツ健
会
　会津方面で１１月７日に行われました。
　西会津の大山木氏神社や御薬園で歴史にふれたり、漆器店
で蒔絵の絵付けをしたり、茶筅を持って、お茶をたてるな
どの体験を楽しみました。

常葉公民館　中央女性学級（移動学習）

津路の歴史と景観楽しむ 　都路保健センターで１１月９日に開催され、都路こど
も園の４・５歳児３０人と保護者８人が参加しました。
　田村市食生活改善推進員の指導で、１０月に収穫した
さつまいもを使ったモンブラン作りをしました。
　また、推進員による食育エプロンシアターも披露され、
園児たちは食べたものが体のなかでどうなっていくのか
を教わりました。

都路　未来（ゆめ）づくり食育事業

つまいもが大変身さ

まちの話題をあつめました

不

　公民館第４回成人講座と都路保健委員会の合同事業と
して、１０月２１日から１１月２５日まで全６回開催さ
れ２４人の受講生が熱心に体を動かしました。
　フィットネスインストラクター村上聖美さん（郡山市）
の指導で、全身のストレッチを兼ね体をゆっくりほぐし、
心も体もホットになりました。

都路　生き生きリフレッシュ健康教室「ヨガ教室」

も体もリフレッシュ心

　市とたむら掃除に学ぶ会、下里未来塾の会員の皆さんが
参加して１２月５日に行われました。　
　「自分たちの活動で、不法投棄をする人が少しでも減っ
てくれれば」との願いを込めて登山道に不法投棄されたご
みを撤去しました。
　撤去されたごみは主に廃タイヤやテレビなどで、合計１
トン以上もありました。不法投棄は絶対にやめましょう。

片曽根山清掃活動

法投棄は絶対ダメ !!

市消防団常葉地区隊　独居老人宅等訪問活動 

域の安全確保のために

　常葉地区隊女性部（部長渡辺清子さん）を中心に消
防署常葉分署員の協力で１２月５日、管内の独居老人
宅や常葉市街地商店街などを訪問しました。
　火災予防を呼びかけるため、毎年行われているもの
で、一軒ずつ丁寧に防火指導や住宅用火災警報器など
のチェックを行いました。

地
　年末年始の事件事故防止活動および火災予防運動推進
の一環として１２月１２日、常葉行政局管内において実
施されました。 
　６回目を迎えた運動に地区の交通、防犯ボランティア
の皆さんや消防団員など約１３０人が参加してパレードが
行われたほか、田村警察署の協力による事件事故防止に関
するチラシを配布しました。

第６回「ストップ・ザ・事件事故インときわ」 

末年始の安全を呼びかけ年
　都路第１～５行政区役員、昭和４０年度卒業生など
３２人が１１月２８日、桜の植樹と藤棚の修理を行い
ました。
　桜の苗木は紅枝垂れ桜５０本で、緑の募金交付金事
業、第１～５行政区、ふるさと都路会、昭和４０年度
卒業生により購入されたものです。参加した皆さんは、
この美しい風景を後世に残したい、と願いを込めて丁
寧に植えました。

旧都路二中学校下の地区住民が環境整備活動

しい景観を残すために美

有料広告掲載欄有料広告掲載欄

1417 1417 1416



生活習慣病を予防しよう !! - 自分の食べる「くせ」を知る -

2月の子育て教室・育児相談
①すくすく教室 （要予約）
　　●日　時　２月１０日（木）〔受付…午前９時30分～９時50分〕 
　　●会　場　船引保健センター
　　●対　象　お子さんの心身発達面で相談のあるかた
　　●内　容　親子あそび、医師・心理士等による相談など
　　●申込先　保健課　※気軽にご相談ください。

②７カ月児育児相談 （予約不要）
     　●日　時　２月２８日（月）〔受付午後１時～1時 20分〕 
　●会　場　船引保健センター
　　●対　象　平成２２年７月～８月生
　●持参物　母子手帳、問診票、バスタオル
　　

若いころは当たり前と思っていた健康。誰でも年齢を重ねるほどに「いくつになっても健康でいたい」と考えます。
そして運動と食事は健康維持に欠かせません。今回は「自分の食べるくせとその対策」について考えてみます。

2月の各種「こころとからだの健康相談」
①こころの健康相談
　●日　時　２月１６日（水） 午後１時30分～３時30分
　●会　場　 常葉保健センター　
　　　　　　 ※臨床心理士が相談に応じます。
　　　　　　 　相談無料、秘密厳守。
　●申込先　 1週間前までに保健課へ  

その他の相談先その他の相談先

お互いにかからない、うつさないために。
　乳幼児健康診査や育児教室などの集団の場には、インフルエンザと診断される前でも
明らかに風邪の症状があった場合は参加を見合わせ、次の機会に健診などを受診してく
ださい。症状の判断に困ったり心配がある場合は、保健課までお問い合わせください。

17

２月の休日当番医

※変更される場合がありますので受診前に
　確認してください

2月の乳幼児健康診査

●お住まいの地区が該当する会場で受診してください。
●やむを得ず別の会場で受診される場合は、事前にお住まいの地区の市民課
　（船引地区は保健課）に申し込んでから受診してください。

１歳６カ月児健康診査
地区 対　象 日　時 会　場

船引 平成 21 年 7月生 ８日 ( 火 )
受付 : 午後１時～１時 20 分

船引
保健センター

都路
常葉

平成 21 年 6月～
平成 21 年 7月生

９日 ( 水 )
受付 : 午後１時～１時 20 分

常葉
保健センター

３歳児健康診査
地区 対　象 日　時 会　場

船引 平成 19 年８月生 １５日 ( 火 )
受付 : 午後１時～１時 20 分

船引
保健センター

滝根
大越

平成 19 年７月～
平成 19 年９月生

１７日 ( 木 )
受付 : 午後１時～１時 20 分

滝根
保健センター

都路
常葉

平成 19 年７月～
平成 19 年９月生

１８日 ( 金 )
受付 : 午後１時～１時 20 分

常葉
保健センター

４カ月児健康診査
地区 対　象 日　時 会　場

船引 平成 22 年 10 月生～ ２３日 ( 水 )
受付 : 午後１時～１時 20 分

船引
保健センター

滝根
大越

平成 22 年９月生～
平成 22 年 10 月生

２４日 ( 木 )
受付 : 午後１時～１時 20 分

滝根
保健センター

■郡山市休日・夜間急病センター
　郡山市字上亀田1-1（旧国立郡山病院跡）
℡ 024-934-5656

区分 診療時間・科目

休日
 9：00 ～ 17：00
内科・小児科・歯科
19：00 ～ 23：00
内科・小児科

平日 19：00 ～ 23：00
内科・小児科

■テレフォンサービス
　「休日・夜間」当番医療機関
　℡ 024-933-4000
■その他病院に関する問い合わせ
　郡山消防本部通信指令課
　℡ 024-933-2400

■福島県こども救急電話相談
【受付時間】毎日、午後７時～翌朝８時
　子どもが急病のとき、家庭での対処法
　について医師、看護師などがアドバイ
　スします。
●固定電話プッシュ回線・携帯電話から
　短縮ダイヤル　♯８０００
●固定電話アナログ回線などから
　℡ 024-521-3790

その他の緊急問い合わせ先

　問い合わせ先
　●保健福祉部　保健課　℡ 81-2271
　●滝根行政局　市民課　℡ 78-1203
　●大越行政局　市民課　℡ 79-2113
　●都路行政局　市民課　℡ 75-2112
　●常葉行政局　市民課　℡ 77-2113

　     ６日（日）
 遠藤医院・田村市船引町　  ℡ 85-2016 
１１日（金）
 せんざき医院・三春町           ℡ 61-2777
１３日（日）
 秋元医院・田村市船引町        ℡ 82-1514
２０日（日）
さいとう医院・小野町　       ℡ 72-2500
（午後５時まで）
 ２７日（日）
 清水医院・田村市船引町        ℡ 82-3535

１０カ月児健康診査
地区 対　象 日　時 会　場

船引 平成 22 年４月生～ ２２日 ( 火 )
受付 : 午後１時～１時 20 分

船引
保健センター

滝根
大越

平成 22 年３月生～
平成 22 年４月生

２４日 ( 木 )
受付 : 午後１時～１時 20 分

滝根
保健センター

②精神障害者デイケア （要予約）
　●日　時　２月４日（水） 午後１時～３時
　●会　場　 都路保健センター
　●対　象　 在宅で生活する精神障害者で主治医の
　　　　　　 了解があるかた
　●内　容　 体操教室
　●申込先　 保健課　※お気軽にご相談ください。

名称 電話番号 受付時間 備　考

①福島いのちの電話　  ℡ 024-536-4343 （毎日）午前１０時～午後１０時

「誰にもわかってもらえない」「どうすることもでき
ない」そんな孤独と絶望のなかで苦しんでいるかた、
ひとりで悩まないで、こころの苦しみをお話しくだ
さい。

②こころの電話 
　健康相談ダイヤル ℡ 024-535-5560 （月～金）※休日除く  午前９時～午後４時 さまざまな精神面の不安について相談に応じます。

③県中保健福祉事務所 ℡ 0248-75-7811
（月～金）※休日を除く
午前８時30分～
　　　　午後５時15分

こころの健康、ひきこもり、アルコール問題、精神
障がい者の社会復帰など、精神保健福祉全般に関す
る相談のほか、エイズ、肝炎への感染の不安、検査、
医療相談も行います。

④福島県精神科
　救急情報センター ℡ 0570-055699

（月～土） 
午後５時30分～
　　　　　　午後10時
（日・祝日）
午前８時30分～
　　　　　　午後10時

夜間・休日に精神科救急への受診相談などを受け付
けます。時間をかけた継続的な相談はご遠慮くださ
い。

①腹いっぱい食べないと…食べた気がしない。
　●大皿からおかずをとる場合→自分が食べる分
　　だけを皿に取りましょう。
　●どんぶり茶碗のかたは、ふつうの茶碗にして
　　みましょう。

②揚げ物、天ぷら、こってり味が大好き…。
　●揚げ物や炒め物などを食べる回数を減らしま 
　　しょう。
　●天ぷらや揚げ物などは、枚数を減らしてみま
　　しょう。

③はっきりした味が好き…。
　※味の濃いものは血圧をあげ、食欲を増進しが
　　ちです
　●醤油はかけずにつけて食べましょう。
　●麺類の汁は残しましょう。

④障害者（身体・知的・精神）相談支援
　●電話または来所による相談受付…月曜日～金曜日（祝日を除く）　 午前８時３０分～午後５時１５分
　●会　場　相談支援 田村事業所 ( 田村市大越町牧野字堺６８－２）℡８５－３８８８
　●その他　※相談内容によっては専門員が訪問します。

③ＡＡ田村ミーティング
　●日　時　２月５・１９日（土） 午後２時～３時
　●会　場　 就業改善センター　
　●対　象　 飲酒をやめたいかた、その家族　  

④お酒が大好き…。
　●休肝日をもうけましょう。
　●つまみは量を決めて食べましょう。できれば
　　野菜を中心に。

⑤甘いものが大好き…。
　●甘いコーヒーとおやつを一緒にとる人は、コ
　　ーヒーの砂糖かミルクを減らしてみましょう。
　●缶ジュースなどはできるだけカロリーの低い
　　ものを選びましょう。
　●夕食後の間食は、就寝の２時間前までにすま
　　せましょう。

「自分のくせ」を知り、ちょっとだけ減らせるものを見つけて続けましょう！
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●持参物…母子健康手帳・問診票・バスタオル

●持参物…母子健康手帳・問診票・バスタオル

●持参物…母子健康手帳・問診票

●持参物…母子健康手帳・問診票



　

　

　

　

民
謡
研
究
光
堂
会
都
路
支
部

代　

表　
　

宗
像
良
徳

会
員
数　
　

７
人

発
足
年　
　

平
成
８
年
４
月

連
絡
先　
　

75
‐
３
４
４
５

　　

日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
専
属
歌
手
、
佃
光
堂
先
生
の
ご
指
導
で
月
１

回
、
都
路
公
民
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

東
北
の
民
謡
は
も
と
よ
り
、
日
本
各
地
の
民
謡
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
年
齢
は
10
才

か
ら
76
才
と
幅
が
広
い

の
で
す
が
、
地
元
の
皆

さ
ん
に
聴
い
て
も
ら
え

る
よ
う
に
と
全
員
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

田
村
市
文
化
祭
、
都

路
町
春
の
文
化
発
表
会
、

灯
ま
つ
り
、
芸
能
発
表

会
な
ど
に
参
加
し
て
い

る
ほ
か
、
毎
年
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
都
路

ま
ど
か
荘
へ
の
慰
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
お
互

い
に
健
康
に
気
を
つ
け

な
が
ら
、
楽
し
く
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▲都路町春の文化祭での発表のようす

つ
く
し
会

▲会員の皆さんの作品

　　　　　　
　　　　　　　　　　 
　　　　　　
　　　　　　　　　　 

Vol.44

　１１月１６日～１８日にか
けて、本校１年生２９人がジ
ュニアインターンシップを行
いました。
販売、保育、飲食業、美容関
係など、多岐にわたる職種の
体験をしました。
　初めは戸惑うことも多く、
慣れない仕事に苦労すること
も多かったようですが、今回
の体験を通じて、仕事のやり
がいや楽しさを感じることが
できたようです。

２年ビジネスクラス
佐藤 加菜子さん
（大越中出身）

ビジネスクラス情報 -デュアル実習で学ぶ生徒のコメント -

　

私
は
今
、
デ
ュ
ア
ル
実
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
期
は
、
販
売
業
を
し
て
み

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
大

越
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
実
習

を
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
不
安
で
何
も
分
か
ら

ず
、
指
示
さ
れ
た
仕
事
を
す
る
こ

と
で
精
一
杯
で
し
た
。
し
か
し
、

何
度
か
実
習
を
し
て
い
く
う
ち

に
自
分
で
仕
事
を
見
つ
け
作
業

を
し
た
り
、
お
客
様
に
進
ん
で

あ
い
さ
つ
を
す
る
な
ど
、
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
次
第
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
と
て
も
楽
し
く

実
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
期
は
、
前
期
と
は
全
く
違
う

保
育
と
い
う
仕
事
を
選
び
、
幼

稚
園
で
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
分
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

以
前
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
、
次
に
実
習
に
行
っ
た
と
き
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
子

ど
も
の
姿
を
見
る
と
嬉
し
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
ま
だ
「
将
来
の
夢
」
と
い

う
も
の
が
は
っ
き
り
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。
前
期
と
後
期
に
別
々

の
職
業
を
選
ん
だ
理
由
は
、
将

来
の
夢
を
決
め
る
よ
う
な
き
っ

か
け
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を

通
じ
て
見
つ
け
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。

　

今
後
は
、
デ
ュ
ア
ル
実
習
を

通
し
て
「
将
来
の
夢
」
を
決
め

る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ジュニアインターンシップで貴重な体験

　「税に関する高校生の作文」
の郡山税務署長賞表彰式が１１月
１７日、本校で行われました。
　木幡四郎署長から、大山遥さ
ん（１年・船引中出身）に賞状
と記念品が手渡されました。
　同税務署管内には４校から

「税に関する高校生の作文コンクール」入賞

熱心に取り組む生徒たち
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代　

表　
　

松
本
悦
子

会
員
数　
　

14
人

発
足
年　
　

昭
和
62
年
４
月

連
絡
先　
　

79
‐
２
５
４
８

　　

当
会
は
、
毎
月
第
１
水
曜
日
を
定
例
会
と
し
て
、
午
後
１
時
30

分
か
ら
約
２
時
間
、
大
越
公
民
館
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と

は
、さ
ま
ざ
ま
な
柄
布
、

素
材
、
色
、
大
き
さ
、

形
の
小
さ
い
布
を
縫
い

合
わ
せ
て
、
１
枚
の
大

き
な
布
を
作
る
手
芸
の

こ
と
で
す
。

　

会
員
が
心
を
こ
め
て

作
っ
た
大
き
な
布
や
バ

ッ
ク
、
小
物
な
ど
の
作

品
を
毎
年
秋
の
大
越
地

区
文
化
祭
に
出
品
し
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
覧

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
物
を
作

り
出
す
喜
び
を
大
切
に

し
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
交
流
を
図
り
な
が
ら

会
の
活
動
を
盛
り
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

表彰を受ける大山さん（左）

６６６点の応募があり、うち４
編が署長賞に選ばれています。
　大山さんは「税について」と
題した作品を出品、式に同席し
た青田誠校長からも祝福のこと
ばをかけられ、喜びを新たにし
ていました。

大山さんが郡山税務署長賞受賞

　

販
売
業
と
は
違
っ

て
小
さ
な
子
ど
も
を

相
手
に
す
る
の
で
、
戸

惑
う
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
が
、
担
当
の
か

た
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
子
ど
も

へ
の
接
し
方
な
ど
が

※サークル紹介コーナーは今月号をもって掲載を終了します。長い間ご愛読ありがとうございました。
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情報ひろば  11月の各種入札結果 ●問い合わせ…総務部財政課 　℡８１－２１１８

№ 工　事　名 工事場所（納入場所）　 契約額（円） 落札者（業者名）

（１１月２６日執行）

　 　

  日本脳炎定期予防接種について ●問い合わせ…保健福祉部　保健課
　　　　　　　℡ 82-2271

（勧奨差し控えによる未接種者に対する対応について）
　平成１７年の積極的な勧奨の差し控えにより、１期における３回の接種を受けられなかったお子さんへの接
種が特例措置として接種できるようになりました。

２月の特設人権相談所

人権に関する相談（家族、近隣関係、学校・職場
の問題など）を気軽にご相談ください。
※相談は無料で、秘密は固く守られます。

●市役所の問い合わせ先
　保健福祉部　社会福祉課　℡８１－２２７３
　滝根行政局　市　民　課　℡７８－１２０３
　大越行政局　市　民　課　℡７９－２１１３
　都路行政局　市　民　課　℡７５－２１１２
　常葉行政局　市　民　課　℡７７－２１１３
※なお、福島地方法務局郡山支局では、土・日や祝祭
　日を除く平日（午前１０時から午後３時まで）に電
　話・面談による人権相談を行っていますので、お急
　ぎのかたはご利用ください。

●問い合わせ
　福島地方法務局 郡山支局　℡ 024-922-1546

月　日 時　間 場　所

２月８日（火）

午前10時～午後３時 船引公民館

午前10時～午後３時 都路公民館
岩井沢分館

２月９日（水）午後１時～午後４時 滝根公民館

２月16日（水）午前10時～午後３時 文化の舘ときわ

２月23日（水）午前10時～午後３時 大越行政局

開催します
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産業廃棄物処理施設の
設置等計画に関するお知らせ

　県に対し、福島県産業廃棄物処理指導要綱（平成２
年福島県告示第３３８号）第１０条第１項の規定に基
づく産業廃棄物処理施設等変更事前協議書の提出があ
りました。同条第７項の規定により以下のとおりお知
らせします。
　くわしくは県中地方振興局へ問い合わせください。
１設置等予定者の氏名・名称、住所、代表者の氏名
　飯岡工業株式会社　代表取締役　飯岡　元
　小野町大字小野新町字団子田７４番地の１
２産業廃棄物処理施設等の設置等予定地区
　田村市滝根町広瀬字稲荷下４７番　ほか１３筆
３産業廃棄物処理施設等の種類
   安定型産業廃棄物の最終処分場
４産業廃棄物処理施設等の処理能力
　①埋立地面積　　２８，７６７．９㎡
　②埋立容量　　２４０，９５４．４㎥
５その他
　①この事業者は、土木・建築・舗装・造園工事設計
　　施工、産業廃棄物収集運搬業等を行っているほか、
　　滝根町広瀬字稲荷下地内に安定型産業廃棄物最終
　　処分場を設け産業廃棄物処分業を営んでいます。
　　このたび、この処分場の規模を拡大し産業廃棄物
　　処分業に使用するため、本事業計画書を提出した
　　ものです。
　②県では、今後必要な審査を行ったうえ、この産業
　　廃棄物処理施設などの設置の可否を決定します。
●問い合わせ　福島県県中地方振興局
　　　　　　　県民環境部環境課　℡ 024-935-1502

くらし

除雪作業にご理解とご協力を

　冬期間、約１５㎝以上の降雪があった場合は、道路
の除雪作業を行いますので、下記のとおりご理解とご
協力をお願いします。
①道路には雪を掃き出さないようにしましょう。
②通行や除雪作業の妨げになるような自動車等の駐車 
　はしないようにしましょう。
③道路や土手に物などを置かないようにしましょう。
④皆さんが自宅出入り口の雪掃きをしたあとに道路の
　除雪作業が行われ、ご迷惑をおかけすることがあり
　ます。
⑤除雪作業は主要幹線 ( 通勤、通学道路 ) を中心に行
　います。
※市道の除雪路線については、建設課または各行政局
　産業建設課にお問い合わせください ｡
●問い合わせ　建設部建設課　℡ 81-2513

1 美山小学校給食搬入口設置工事 船引町北鹿又字後和田地内 1,260,000 (有)　マルサ佐藤建設

2 岩井沢小学校給食搬入口設置工事 都路町岩井沢字中作地内 3,087,000 ㈱東友建設

3 上大越小学校給食搬入口設置工事 大越町上大越字元池地内 2,236,500 (有)　武田工務店

4 広瀬下郷生活改善センター解体造成工事 滝根町広瀬字町地内 3,307,500 桜田工業㈱

5 菅谷駅公衆トイレ建設工事 滝根町菅谷字堂田地内 7,612,500 (資)                矢部工業

6 道整備交付金事業市道原線道路改良工事（第２回工事）船引町北鹿又字千保地内 4,305,000 (有)　助川土木

7 石綿セメント管更新事業市道平舘線配水管布設替工事 船引町船引字八幡地内 2,152,500 ㈱安藤設備工業

8 農道五十人山線道路改良舗装工事 都路町岩井沢字持藤田地内 2,866,500 (有)　たむら農建

9 市道宮ノ前上平線道路改良工事 滝根町広瀬字山口地内 6,909,000 (有)　大精物産

10
石油貯蔵施設立地対策等交付金事業
堂田地区地下式防火水槽設置工事

滝根町菅谷字堂田地内 3,612,000 白土工業 (有)

11
きめ細かな臨時対策交付金事業
下城地区地下式防火水槽設置工事

滝根町菅谷字下城地内 3,465,000 (有)　柳沼企業

12 市道常光寺３号線道路改良工事 常葉町常葉字坂ノ下地内 9,135,000 ㈱泉建設

13 公共下水道事業舗装復旧工事（神俣字町第３地内 ) 滝根町神俣字町地内 8,872,500 富岡工業㈱

14 市道花木内石森線舗装新設工事 船引町石森字舘地内 15,225,000 秀和建設㈱

15 市道笹森線舗装新設工事 船引町笹山字笹森地内 8,242,500 マル武建設工業㈱

16 公共下水道事業舗装復旧工事（東部台五丁目第２地内）船引町東部台五丁目地内 16,170,000 田村産業㈱

17 公共下水道事業管渠布設工事（東部台二丁目第２地内）船引町東部台二丁目地内 11,130,000 ㈱トリアス

18 田村市公用車購入（軽自動車）１台 船引町船引字馬場川原地内 976,500 大内自動車工業㈱

19 大越地区スクールバス（マイクロバス）購入１台 大越町上大越字水神宮地内 6,457,500 大内自動車工業㈱

接種対象者（年齢） ①３歳～９０月（７歳 6カ月）未満（標準的な接種期間は、３歳～）
②９歳～１３歳未満

接種済み回数と接種方法

① 1期を全く接種していないかた
　６日～２８日までの間隔をおいて２回接種。
　追加は 2回目接種から概ね１年後に接種してください。

② 1期初回（１回目）のみ接種が済んでいるかた
　対象年齢の期間内に6日～２８日までの間隔をおいて２回接種してください。

③ 1期初回（1回目、２回目）の接種が済み、1期追加が未接種のかた
　対象年齢の期間内に１回接種してください。

★ 9歳～１３歳未満の接種対象者のうち、すでに 1期接種が３回終了しているかたは、第 2期の予防接種が可
　能となりました。
　接種を希望されるかたは予診票をお渡ししますので、医師と相談のうえ、保健課または各行政局市民課でお申
　し込みください。（母子手帳をご持参ください）
★生後９０月を超え、９歳未満の接種対象者については、今後９歳～１３歳未満の間に接種できます。

１月２６日は「文化財防火デー」

文化財を火災から守ろう

　文化財を火災から守るには、文化財の所有者・管理
者だけでなく、防火訓練など、地域が一体となって継
続的に取り組むことが必要です。
　貴重な財産を後世に残すため、防火対策に努めま
しょう。

●問い合わせ　郡山地方広域消防組合消防本部予防課
　　　　　　　℡ 024-923-8172

くらし

有料広告掲載欄有料広告掲載欄



- なつかしい笑顔にめぐりあえる -

ふるさと会 会員募集
　本市出身で東京近郊に住む皆さんでつくる「ふる
さと会」をご存じですか。
　各会では、年１回の総会（交流会）や会報の発行、
ふるさと訪問など会員同士の親睦事業のほか、会員
の皆さんへの地元イベント・ふるさと産品の紹介や
市政だよりの送付などの情報発信も行っています。
　ぜひ、東京近郊にお住まいのご親戚やご友人へご
紹介ください。

問い合わせは各事務局へ
●ふるさと滝根会…滝根行政局 地域振興課       ℡ 78-2111
●ふるさとおおごえ会…大越行政局 地域振興課 ℡79-2111
●ふるさと都路会…都路行政局 地域振興課       ℡ 75-2111
●ふるさと常葉会…常葉行政局 地域振興課       ℡ 77-2111
●東京ふねひき会…総務部 総務課　　              ℡ 81-2111
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情報ひろば  

おことわり…毎月掲載している「田村市の人口」は国勢調査の結果集計中のため、
　　　　　　しばらくの間休載させていただきます。 2425
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開催します

　正社員として就職を希望する概ね４０歳未満の若年
者（新規学卒者を除く）を対象に、正社員（一定期間
の試行雇用後を含む）を雇用する県内事業所との就職
面接会を開催します。
●名　称　平成２２年度若年者向け合同企業説明会
●日　時　１月２６日（水）　午後１時～４時
●場　所　ビッグパレットふくしま（郡山市南２丁目）
●主　催　福島労働局／富士通エフ・オー・エム㈱
　　　　　（厚生労働省福島労働局委託事業）
●その他　　
　①事前申込不要です。お気軽にお越しください。
　②ハローワーク相談コーナーなどを設けます。
　③参加事業所は１月中旬以降、ＨＰ上で公開します。
●ホームページアドレス
　※若年者地域連携事業事務局
　ＰＣサイト　http://www.youngsupport.jp
　携帯サイト　http://www.youngsupport.jp/mobile/
●問い合わせ
　若年者地域連携事業事務局
　℡ 024-523-5707
　厚生労働省福島労働局職業安定課
　℡ 024-528-0366

合同就職面接会

有料広告掲載欄

たむら市政だより広告（有料）募集中です
●掲載位置　　「たむら市政だより」の表紙・裏表紙を除く各ページの最下段
●申込方法　　所定の申込書に広告原稿を添えて提出してください。（市ホームページからダウンロードできます）
●広告の原稿　①デジタルデータ　画像解像度７２dpi 以上のデータ（モノクロ）
(各自で作成）    ②紙媒体　　　　　文字、図版などが鮮明に確認できるもの（モノクロ）
　　　　　　　※広告の大きさ　　１号広告…縦 45.5 ㎜× 170mm　２号広告…縦 45.5 ㎜× 82.5mm　　
●広告料　　　１号広告…２０,０００円（１回）　２号広告…１０,０００円（１回）
●締め切り　　各号発行日（毎月１日）の２０日前までに申し込んでください。
●その他　　　広告の内容が本市の定める広告掲載要綱・基準等に反するもの、または申込状況によっては掲載　　　　
　　　　　　　できない場合があります。くわしくは  市長公室℡ 81-2117 へ  お問い合わせください。

化センター 2月の行事予定表文 ２月の休館日　7 ･ 14 ･ 21 ･ 28日
   催し物は主催者の都合で変更になることがあります

日・曜 催し物 開演時間 対象・入場料 問い合わせ

6（日） 平成２２年度
「県民と警察を結ぶ演奏会」 13:30

一　般（入場整理券が必要）
※入場整理券は１月１０日以降
　に最寄りの警察署で配布

県警察本部総務課広報第二係
　　　　　          ℡ 024-522-2151

20（日） 大越町鬼五郎幡五郎和太鼓保存会
２０周年記念公演 13:30 全席自由 　500円

文化センター（松本）℡ 82-5030
大越行政局地域振興課（浅理）
　　　　　　　　　　℡ 79-2111

24（木） 田村市教育実践報告会 14:00 関係者　※一般の入場も可能 教育部学校教育課    　℡ 68-3112

27（日） 大衆舞踊踏池流松竹舞踊会
2011チャリティー発表会 10:00 前売券　2,000 円

当日券　2,300 円 佐藤一夫    　　　　　℡ 82-6161

　冬季は路面凍結の危険、また望遠鏡ドームが凍結し稼動でき
ない時が多々あります。それらの事情により、
『１月・２月の夜間公開は中止』とさせていただきます。
 　なお、注目すべき天文現象などが起きた場合には、曜日に関
わらず特別公開を予定することがあります。
　その際は天文台、または大野台長のホームページなどで告知
します。誠に申し訳ございませんが、来館者の安全を最優先し
た措置ですので、ご理解いただきますようお願いします。

☆☆☆日中の公開☆☆☆
◎本　館　『浪漫館』入館無料　売店･展示物があります
◎天文台　『望遠鏡見学ツアー』（１回２５人まで）
　　　　　料金………大人２００円　小・中学生１５０円
　　　　　公開時間…１０: ３５、１１: ３５、１３: ３５、 　
　　　　　　　　　　１４: ３５、１５: ３５
◎プラネタリウム　『はやぶさの軌跡と冬の星空めぐり』
　　　　　料金………大人４００円　小・中学生２５０円　
　　　　　　　　　　（１回６０人まで）
　　　　　公開時間…１０時、１１時、１３時、
　　　　　　　　　　１４時、１５時、１６時
　それぞれ、上記時間の 10 分前までにお越し下さい。
　　　　　　　　　　　　  ℡ 0247-78-3638
　E メール  temmondai@city.tamura.lg.jp 

の村天文台コーナー星
2月の休館日（本館）　毎週月曜日
７･１４･２１･２８日

●ひだまりおはなし会（本館）＊０～２歳児向け
　　＊絵本の読み聞かせ、わらべ歌遊び　など　
　　９･２３日（水）午前１０時３０分～
●おはなし会
　　おはなし会       ＊３歳～小３程度向け
　　　　＊絵本の読み聞かせ、クラフト教室　など
　　２６日（土）午前１０時３０分～
※会場はどちらも本館おはなしの部屋です。
※おはなし会は各分館でも開催しています。くわしくは分館へ
　お問い合わせください。

書館コーナー図
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  2/20●　開演…午後１時３０分日
　当会をはじめ、田村地域の太鼓・よさこいチームが
出演。また、大太鼓一人打ち日本一の龍連山氏率いる
「龍連山と和太鼓『龍』」が特別出演します。 
　日本一の技と響きをぜひ体感してください。
○会　場　市文化センター
○料　金　全席自由　５００円
○チケット問い合わせ
　文化センター　℡ 82-5030
　大越行政局 地域振興課　℡ 79-2111

募集します

　平成２３年４月採用予定の採用候補者試験を行います。
●応募要件
　事務系管理職および経営改革業務の経験者
●職務内容
　病院の事務部門の管理職として、経営企画、医事、
　財務、人事管理などの業務従事
●採用予定人員　　１人
●選考方法
　書類および面接により選考します。
●採用月日　平成２３年４月１日
　（採用決定後、被採用者の都合がつき次第勤務して
　 いただきます )
●受付期間　１月１７日（月）～２月４日（金）
　※郵送による請求は２月２日（水）までの消印有効
●採用試験申込
　・申込用紙は総務課で交付します。
　・郵便請求の場合は、封筒の表に「事務職員採用試
　　験申込請求」と朱書きし、１２０円切手を貼った
　　宛先明記の返信用封筒（角型２号）を必ず同封し
　　てください。
●申し込み・問い合わせ
　９６３－３４０１　
　小野町大字小野新町字宿ノ後４
　公立小野町地方綜合病院　総務課　　℡ 72-3181

公立小野町地方綜合病院企業団職員
採用候補者試験（事務職員）

　文部科学省所管の財団法人国際青少年研修協会では
「第３５回ちびっこ探検学校ヨロン島」の参加者を募
集しています。
　さまざまな野外活動をとおして積極的にチャレンジ
する心を養う機会です。
●期　日　３月２７日（日）～４月２日（土）
●場　所　鹿児島県大島郡与論町
●説明会　１月２９日（土）午後３時３０分～
　　　　　郡山市虎丸町７－７
　　　　　郡山市労働福祉会館　℡ 024-932-5279
●定　員　小学生２００人
●締切り　３月７日（月）申込み先着順
●出発と参加費
　　全国各地に出発地があります。詳しくはお問い合
　　わせください。
●問い合わせ・資料請求
　財団法人国際青少年研修協会　℡ 03-6459-4661

南の島で国際交流
ちびっこ探検学校参加者募集


